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平 成 23 年 度 学 校 目 標 設 定 報 告 書 

 取 組 の 内 容 学校目標 具 体 的 な 手 立 て 評価の観点 学ぶ力を着実に身につけさせ、学力の向上を図る。 ・確かな学力向上のため教科会や研究授業、公開授業を実施するとともに、日常的に授業方法、評価方法などの研究を行い授業改善に取り組む。 ・生徒にシラバスを提示し授業の目的を明確化するとともに、指導と評価の計画を提示し授業内容や評価の観点を理解させ学習意欲を高めていく。 ・生徒の人間としての調和の取れた育成をめざし適切な教育課程の編成に取組む。 ・「わかる授業」を展開するための指導方法や指導体制の工夫改善に取り組む。 ・生徒の主体的な学習姿勢を育てるために、実験・実習や演習を取り入れる。 
・長期休業中等の講習・補習の充実。（３０講座以上の設定、３００名以上の参加） ・授業改善のための授業研究教科会（年間９回）や公開授業（年間２回、すべての職員が公開するとともに見学を行う）を実施することができたか。 ・授業評価を年間２回分析し、授業改善に役立てる。 ・個々の生徒に応じた指導の充実が図れたか。 生徒一人ひとりの可能性を見据えたキャリア教育を推進する。 ・インターンシップやボランティア活動への参加を促進し、生徒が将来の生き方について考え、主体的に進路選択ができる能力や態度を育むことができる教育を推進する。 ・講演会やガイダンス、校外学習などさまざまな学びの場を設定する。 ・学校外の教育力を活用して生徒に幅広い教養を身につけさせるとともに、生きる力を育てる。 ・保護者や生徒との面談を充実させて、生徒一人ひとりの可能性の伸長を図る。 ・積極的に社会参加する能力や態度を育成するためシチズンシップ教育を推進する。 ・インターンシップ、ボランティア活動などへの参加者が５０人を越えたか。 ・進路実現率 100％を達成できたか。 ・校外学習やガイダンス、講演会等を実施して、生徒に学びの場を提供することができたか。（各学年で２回以上実施） 生徒の自主性を育み、社会性を身につけるための生徒指導を充実させる。 ・規則正しい生活習慣を確立させる。遅刻指導や交通安全指導、通学路指導、制服指導に重点を置く。（月に遅刻 5回を超える者を遅刻指導対象者として指導する） ・学校行事や地域貢献活動など、心ふれあう教育の機会を設けることで、生徒の個性や自主性を伸ばす。（地域貢献活動は学校全体年１回と生徒会本部及び部活動は年１回以上実施する） ・部活動の活性化等、生徒が生き生きと活動・活躍できる環境づくりを推進する。 ・お互いが協力し合い良い人間関係を築き充実した学校生活が送れるよう生徒を支援する。 ・規範意識が高まり生徒が社会人としての意識を高めることができたか。 ・遅刻指導対象者を前年度比５％減少させられたか。 ・規則正しい生活習慣の向上が図れたか。 ・学年や部活動で地域貢献に全員参加できたか。 ・部活動加入率８０％を目指す。（対前年５％ｱｯﾌﾟ） 地域に開かれた、信頼される学校づくりを推進する。 ・学校見学会、説明会の内容を充実させ、中学生や地域に向けて効果的な情報発信を行う。 ・家庭・生活教育実践校として地域や家庭と連携して生涯を見通し、より良い生活の創造に向けた態度や習慣を育む取り組みを推進する。 ・ホームページの更新によって学校の行事の様子や移転準備の様子をタイムリーに発信する。 ・学校評価システムによる学校運営の工夫・改善を図ると共に保護者・地域の方々から協力を得るなど地域・社会と歩む学校作りを進める。 ・学校見学会、説明会各回４００名以上の参加と内容の充実。 ・学校の様子をタイムリーに発信できたか。（月ごとのホームページの更新 12回） ・学校評議員会や保護者・地域からより良い学校づくりのための意見を学校運営に活用できたか。 生徒が安心して学べる学習環境の整備に努める。 ・安心して学習に取り組めるように、校内外の環境を点検し必要な整備を行う。 ・地震、台風などの防災に関する知識を身につけさせるための教育の充実を図る。 ・事故・不祥事を防止する意識を徹底し、事故・不祥事０を目指す。 ・新校舎建築の計画を円滑に進める。 ・生徒が安心して学べる環境整備に努められたか。 ・防災訓練や防災教育の実施が効果的に行えたか。 ・不祥事防止研修会の充実。（年間６回実施） ・新校舎建築計画を円滑に進めることができたか。 教育目標・教育方針・中長期的な方針など   ・「個を生かす学習活動」を中心に据えた、教科・総合学習・特別活動の指導を通して「学ぶことの面白さ」を伝えることで、自ら学ぶ姿勢を育てる。   ・社会規範を身に付けるとともに自己実現に向けて努力する姿勢、社会改善を目指す姿勢を育てる。 

 


